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「デジタルデバイド」問題「デジタルデバイド」問題

【【社会内デバイド社会内デバイド】】：： 「情報ネットワークへのアクセス「情報ネットワークへのアクセス
のある・なし」（＝「デジタルデバイド」）が社会経済的のある・なし」（＝「デジタルデバイド」）が社会経済的
階層により大きく異なり、その階層間格差が拡大し階層により大きく異なり、その階層間格差が拡大し
つつあるつつある

【【Global DivideGlobal Divide】】南北間（先発国ー後発国間）の情南北間（先発国ー後発国間）の情
報ネットワーク普及・アクセスの格差と社会経済的報ネットワーク普及・アクセスの格差と社会経済的
格差の拡大格差の拡大

【【Universal DesignUniversal Design】】ユニバーサルデザインとの関ユニバーサルデザインとの関
連（身障者の方々に情報ネットワークが利用しやすく連（身障者の方々に情報ネットワークが利用しやすく
すること）（すること）（e.g., Web Accessibilitye.g., Web Accessibility））

8080年代にあった「情報格差」は大都市への情報の一極集年代にあった「情報格差」は大都市への情報の一極集
中への懸念中への懸念
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社会内デジタルデバイド問題社会内デジタルデバイド問題

デジタルデバイドを社会的問題とする問題デジタルデバイドを社会的問題とする問題
意識意識

『『情報ネットワークへのアクセスを「もつ」「もた情報ネットワークへのアクセスを「もつ」「もた
ない」が、社会階層により大きく異なり（つまりない」が、社会階層により大きく異なり（つまり
「デジタルデバイド」が社会階層と密接にリンク「デジタルデバイド」が社会階層と密接にリンク
しており）、しかも、そうした階層間の経済的格しており）、しかも、そうした階層間の経済的格
差、社会的格差が拡大する傾向にある差、社会的格差が拡大する傾向にある』』

（木村（木村『『デジタルデバイドとは何かデジタルデバイドとは何か』』（岩波書店））（岩波書店））
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「デジタルデバイド」への疑問「デジタルデバイド」への疑問

情報ネットワークへのアクセスのある・なし情報ネットワークへのアクセスのある・なし
が経済的格差、社会的格差を生み出すわが経済的格差、社会的格差を生み出すわ
けではないけではない

普及の初期段階では、社会経済的地位の普及の初期段階では、社会経済的地位の
高い階層、若年層が情報ネットワークにア高い階層、若年層が情報ネットワークにア
クセスするクセスする

政治的パフォーマンスの要素（ユニバーサ政治的パフォーマンスの要素（ユニバーサ
ル・サービス、ル・サービス、NIINIIとの関連）との関連）
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意思決定・行動の制約・生成因意思決定・行動の制約・生成因

社会的・心理的「個」の意思決定・行動は、市社会的・心理的「個」の意思決定・行動は、市
場・法制度・社会規範・アーキテクチャーにより場・法制度・社会規範・アーキテクチャーにより
制約されることで、具体的に形作られる制約されることで、具体的に形作られる

市場 

法制度 アーキテクチャー 

（コード） 

社会の規範 

個・社会・サイバ

ースペースでの

行動・意思決定 
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政策的介入の是非政策的介入の是非
インターネット、ブロードバンドネットワークへの接インターネット、ブロードバンドネットワークへの接
続は、市民全員への「ユニバーサルサービス」と続は、市民全員への「ユニバーサルサービス」と
して捉えられるべきなのだろうか？つまり、税金にして捉えられるべきなのだろうか？つまり、税金に
よって、ネットワーク網構築や接続環境の整備がよって、ネットワーク網構築や接続環境の整備が
行われるべきなのか？行われるべきなのか？
「ユニバーサルサービス」とし、利用料金を何らか「ユニバーサルサービス」とし、利用料金を何らか
の意味で平準化するとした場合、誰がどのようなの意味で平準化するとした場合、誰がどのような
形でコスト以上のものを負担し、誰がどのような形でコスト以上のものを負担し、誰がどのような
形でコストを下回る費用で利用できることにしたら形でコストを下回る費用で利用できることにしたら
よいのだろうか？つまり、サービス受益者の範囲、よいのだろうか？つまり、サービス受益者の範囲、
該当サービスの範囲、その運用政策の３つの要該当サービスの範囲、その運用政策の３つの要
素をどう考え、制度設計すべきなのか素をどう考え、制度設計すべきなのか
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政策的介入不要論政策的介入不要論

郵便、電話などが「ユニバーサルサービス」とし郵便、電話などが「ユニバーサルサービス」とし
て規定される理由て規定される理由

「「多様な情報源へのアクセス」多様な情報源へのアクセス」

「双方向コミュニケーション」「双方向コミュニケーション」

「月額利用料の発生」「月額利用料の発生」

いずれもインターネット、いずれもインターネット、BBBBネットワークへの適ネットワークへの適

応を行おうとすると十分とはいえない応を行おうとすると十分とはいえない

むしろ、これまでのインターネットの普及は、他のむしろ、これまでのインターネットの普及は、他の
メディアと比べて順調すぎるといってよいメディアと比べて順調すぎるといってよい
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BB DivideBB Divideは社会的問題か？は社会的問題か？

「視聴者」を「消費者」とみて、たとえ、「双方向「視聴者」を「消費者」とみて、たとえ、「双方向
コミュニケーション」としても、「サービス受益者」コミュニケーション」としても、「サービス受益者」
と位置づけている限りは、と位置づけている限りは、BB DivideBB Divideは、たんは、たん

に「選択的消費欲求充足手段」の問題であり、に「選択的消費欲求充足手段」の問題であり、
社会的問題ではない社会的問題ではない

産業社会の歴史文化的展開のなかで、「第三産業社会の歴史文化的展開のなかで、「第三
の産業分水嶺」として「デジタルデバイド（デジタの産業分水嶺」として「デジタルデバイド（デジタ
ル分水嶺）」をとらえ、「情報ネットワーク社会」ル分水嶺）」をとらえ、「情報ネットワーク社会」
としての日本社会の戦略を考えた際には大きとしての日本社会の戦略を考えた際には大き
な問題な問題
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ProximityProximity（隣接性）の変容と（隣接性）の変容と

タスクモビリティタスクモビリティ

「「ProximityProximity （隣接性）」概念が「地理的隣（隣接性）」概念が「地理的隣

接性」から「ネットワーク隣接性」に接性」から「ネットワーク隣接性」に

「ネットワーク隣接性」による産業経済集積「ネットワーク隣接性」による産業経済集積

「タスクポータビリティ」「タスクモビリティ」「タスクポータビリティ」「タスクモビリティ」⇒⇒
「アウトソーシング」から「オフショアソーシン「アウトソーシング」から「オフショアソーシン
グ」「テレトレイド・テレポーティング・ネットグ」「テレトレイド・テレポーティング・ネット
ワーク移民」ワーク移民」
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付加価値のネットワーク隣接性による付加価値のネットワーク隣接性による
集積集積

原材料調達原材料調達⇒⇒生産工程生産工程⇒⇒流通過程・在庫流通過程・在庫
管理管理⇒⇒販売販売

研究開発・マーケティング（市場調査）研究開発・マーケティング（市場調査）⇒⇒商商
品開発品開発⇒⇒営業・広報・販促活動営業・広報・販促活動

いずれの側面においても、価値連鎖を情報いずれの側面においても、価値連鎖を情報
ネットワークによりコントロールするところにネットワークによりコントロールするところに
富（付加価値）が集中する傾向富（付加価値）が集中する傾向

「ネットワーク隣接性」（「ネットワーク隣接性」（Network Network 
Proximity)Proximity)による世界システムの再編？による世界システムの再編？
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世界システムの再編成世界システムの再編成
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製造業における現地生産モデル製造業における現地生産モデル
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的水準 

産業国 
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工業化社会における「移民」のあり方工業化社会における「移民」のあり方
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第三の産業分水嶺としての第三の産業分水嶺としての
デジタルデバイドデジタルデバイド

第一の産業分水嶺＝フォーディズム第一の産業分水嶺＝フォーディズム

19501950--60s 60s 少品種大量生産にもとづ少品種大量生産にもとづ

く大衆消費社会く大衆消費社会

第二の産業分水嶺＝第二の産業分水嶺＝FlexibilityFlexibility （流動性・柔（流動性・柔
軟性）（軟性）（PostPost--FordismFordism, Neo, Neo--FordismFordism))

19701970--80s 80s 多品種少量生産にもとづ多品種少量生産にもとづ

く高度消費社会く高度消費社会
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産業社会における歴史的画期としての産業社会における歴史的画期としての
デジタル分水嶺（デジタルデバイド）デジタル分水嶺（デジタルデバイド）

第三の産業分水嶺＝「サービス経済」「脱工業第三の産業分水嶺＝「サービス経済」「脱工業
化」の進展＋デジタル経済の特性化」の進展＋デジタル経済の特性

19901990--2000s2000s？？ PACS (Post PACS (Post 
Advanced Consumer SocietyAdvanced Consumer Society：ポ：ポ

スト高度消費社会）スト高度消費社会）

労働・雇用・富とリスクの産出と分配の変化。それ労働・雇用・富とリスクの産出と分配の変化。それ
に伴う新たな社会階層編成に伴う新たな社会階層編成
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日本社会の現状日本社会の現状

「スイス型「スイス型『『引退国家引退国家』』への道」への道」 ？？
（（Newsweek AsiaNewsweek Asia--Pacific Edition, Pacific Edition, 
May 10, 2002)May 10, 2002)
巨額の長期累積債務、少子高齢化の進展、巨額の長期累積債務、少子高齢化の進展、
中国の経済力拡大など、日本社会は、社中国の経済力拡大など、日本社会は、社
会システム総体として内憂外患に直面して会システム総体として内憂外患に直面して
おり、長期的に見て「世界第二の経済大おり、長期的に見て「世界第二の経済大
国」から「極東の一島国」へと衰退する可能国」から「極東の一島国」へと衰退する可能
性も否定できない状況性も否定できない状況
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曙化する人口構成曙化する人口構成

http://www.wnn.or.jp/wnn-
t/database/rikishidata/akebono.html
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縮み行く日本社会縮み行く日本社会
日本社会の人口動態
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平準化か階層化か平準化か階層化か

技術の社会的普及に関する技術の社会的普及に関するNormalizationNormalization（平準化）モデル（平準化）モデル とと
StratificationStratification（階層化）モデル（階層化）モデル
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グループＣ

グループＢ

普及率

時間
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情報ネットワーク社会としての日本情報ネットワーク社会としての日本
社会の進路は？社会の進路は？

 

0.0 

50.0 

100.0 

150.0 

200.0 

250.0 

300.0 

350.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 
携帯電話普及率（対人口比） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ト
数
（
人
口
千
人
あ
た
り
） 

アメリカ 

フィンランド 

台湾 
スウェーデン 

イタリア 

シンガポール 

イギリス ドイツ 

日本 

フランス 

エストニア 
マレーシア 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
携帯電話普及率（対人口比）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ト
数
（人
口
千
人
あ
た
り
）

アメリカ

フィンランド

イタリア
日本



第19回情報通信学会・WS_A 2002/06/22

(c) Tadamasa KIMURA 4

2002/06/22 (c) Tadamasa KIMURA 19

IT as Sector / IT as EnablerIT as Sector / IT as Enabler
「社会増強力」としての「社会増強力」としてのITIT

 

途上国ＩＴ戦略 

ＩＴ as Sector 

産業分野としてのＩＴ 

ＩＴ as Enabler 

社会増強力としてのＩＴ 

輸出主導型 

コスタリカ、インド 

国内市場主導型 

ブラジル 

一点突破国際的 

認知獲得戦略 

マレーシア 

ボトムアップ式 

知識社会化戦略 

エストニア、南ア 
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情報ネットワークがもつ「情報ネットワークがもつ「33つの力」つの力」

業務プロセスを変革する力（「ＢＰＲとして業務プロセスを変革する力（「ＢＰＲとして
の力」）の力」）

付加価値を生み出す「リテラシー」としての付加価値を生み出す「リテラシー」としての
力力

「サービス自由化」「サービス交易化」の力「サービス自由化」「サービス交易化」の力
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リテラシーとしての力リテラシーとしての力
これからの産業経済活動で中核となるバイオ、ロボッこれからの産業経済活動で中核となるバイオ、ロボッ
ト、ナノ、宇宙・大深度地下・海洋などの産業分野は、ト、ナノ、宇宙・大深度地下・海洋などの産業分野は、
ＩＴが不可欠ＩＴが不可欠
制御、測定、シミュレーション、分析など、付加価値を制御、測定、シミュレーション、分析など、付加価値を
生み出す活動には高いメディアリテラシーが求めら生み出す活動には高いメディアリテラシーが求めら
れるれる
世界システムは過剰な生産能力と富を抱えているが、世界システムは過剰な生産能力と富を抱えているが、
高い付加価値が見出される活動には、巨額の富が高い付加価値が見出される活動には、巨額の富が
流れ込み、付加価値を失ったところからは容赦なく富流れ込み、付加価値を失ったところからは容赦なく富
は離れていくは離れていく
情報ネットワークによるワイヤードされ、高い情報リ情報ネットワークによるワイヤードされ、高い情報リ
テラシーを開発育成している社会、地域、個人に富テラシーを開発育成している社会、地域、個人に富
はもたらされ、それ以外のアンワイヤードされた社会、はもたらされ、それ以外のアンワイヤードされた社会、
情報リテラシーを開発できない社会は置き去りにされ情報リテラシーを開発できない社会は置き去りにされ
る可能性る可能性
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サービス交易化＝サービスのタスサービス交易化＝サービスのタス
クモビリティ増大クモビリティ増大

業務が情報ネットワークを介して遂行できる業務が情報ネットワークを介して遂行できる
ものへの再編成されるものへの再編成される

⇒⇒販売、財務、経理、人事・労務、技術、研販売、財務、経理、人事・労務、技術、研
究、開発、経営企画、企業統治、リスクマネ究、開発、経営企画、企業統治、リスクマネ
ジメント、マーケティング、商品企画、システジメント、マーケティング、商品企画、システ
ム開発、システム維持管理、など様々な業ム開発、システム維持管理、など様々な業
務が務がoffshoreoffshore--sourcingsourcing化される可能性化される可能性

企業固有のノウハウ蓄積・内製化の必要性企業固有のノウハウ蓄積・内製化の必要性
が高くないものはとくにオフショア化されやすが高くないものはとくにオフショア化されやす
いい
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専門的サービスの世界標準化専門的サービスの世界標準化

法務、会計、情報、医療、教育などの専門的法務、会計、情報、医療、教育などの専門的
知識を取り扱う業務・職種、工学系技術職知識を取り扱う業務・職種、工学系技術職
⇒⇒ライセンスの世界標準化（アメリカ標準のライセンスの世界標準化（アメリカ標準の
デファクト化）デファクト化）⇒⇒国境を越えたプラクティス、国境を越えたプラクティス、
サービス提供サービス提供

エンターテイメントビジネス（映画、ビデオ、エンターテイメントビジネス（映画、ビデオ、
音楽、スポーツ）におけるアメリカのコンテン音楽、スポーツ）におけるアメリカのコンテン
ツ力ツ力⇒⇒世界市場を相手にした世界市場を相手にしたBBBBビジネスのビジネスの

担い手が広範に必要担い手が広範に必要
2002/06/22 (c) Tadamasa KIMURA 24

知識供給主体が主役知識供給主体が主役

企業は内部で完結企業は内部で完結
不可能に不可能に

様々な「知識サプラ様々な「知識サプラ
イヤー」との連結がイヤー」との連結が
不可避不可避

中核グループ

準中核グループ

周辺グループ

自由契約社員
臨時雇用

パートタイム
ワークシェアリング

仲介サービス業者
人材供給サービス

アウトソーシングサー
ビス

自立型コントラクター
個人事業者
マイクロ企業

事業ネットワーク

依存型コントラクター
個人事業者（自営業者）

フランチャイズィ
推奨サプライヤー

企業

社会としては、広社会としては、広
範な知識供給主範な知識供給主
体育成が課題体育成が課題
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BBBBががMIMIの二の舞にならなけれの二の舞にならなけれ

ば・・・ば・・・

日本社会のこれまでの情報社会化に対す日本社会のこれまでの情報社会化に対す
るアプローチは、「るアプローチは、「IT as SectorIT as Sector」の考え」の考え

方にもとづいてきている方にもとづいてきている

社会全体に「社会全体に「IT as EnablerIT as Enabler」としての認」としての認

識が広まらない識が広まらない

典型的なのは、典型的なのは、MI: Mobile Internet=MI: Mobile Internet=
日本型情報化論日本型情報化論

2002/06/22 (c) Tadamasa KIMURA 26

ii--modemode系＝「日本型情報化」？系＝「日本型情報化」？

ii--modemode系携帯電話への積極的期待系携帯電話への積極的期待

情報ネットワークへのアクセスを容易に情報ネットワークへのアクセスを容易にする優れする優れ
たた「情報家電」であり、「モバイルインターネット」こ「情報家電」であり、「モバイルインターネット」こ
そ「日本型情報化」を切り拓くものそ「日本型情報化」を切り拓くもの

平成平成1313年度「情報通信白書」年度「情報通信白書」

「携帯電話・「携帯電話・PHSPHSインターネットには、パソコンとインターネットには、パソコンと

比較して廉価で、操作の習得が容易といった特徴比較して廉価で、操作の習得が容易といった特徴
があり、これらがパソコンインターネットと比較してがあり、これらがパソコンインターネットと比較して
普及に格差が生じにくい要因の一つになっている普及に格差が生じにくい要因の一つになっている
ものと考えられる。」ものと考えられる。」
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iiモード系への疑問モード系への疑問(1)(1)

1. 1. ｉモード系サービスは、そのビジネスモデルにおいｉモード系サービスは、そのビジネスモデルにおい

て、キャプテンシステムやダイヤルＱ２と同様でありて、キャプテンシステムやダイヤルＱ２と同様であり
それ自体特別なものではないそれ自体特別なものではない

2. 2. 無線呼出（「ポケベル」）無線呼出（「ポケベル」）⇒⇒ＰＨＳ（「ピッチ」）ＰＨＳ（「ピッチ」）⇒⇒携帯携帯

（「ケイタイ」）（「ケイタイ」）⇒⇒ｉモード、とつながる情報通信機器のｉモード、とつながる情報通信機器の
系譜は、典型的な「顕示的消費」の一種系譜は、典型的な「顕示的消費」の一種

最新機種の保有、携帯ストラップ、機器への装飾、最新機種の保有、携帯ストラップ、機器への装飾、
着メロ・待受画面など、他者に誇示することで自己着メロ・待受画面など、他者に誇示することで自己
を表現する「ファッション」として機能しているを表現する「ファッション」として機能している
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iiモード系への疑問モード系への疑問(2)(2)

ｉモード系の利用形態はきわめて限定されているｉモード系の利用形態はきわめて限定されている

主な用途は主な用途は

（１）（１） 着メロ・待受画面ダウンロード着メロ・待受画面ダウンロード

（２）（２） SMSSMS（（Short Message ServiceShort Message Service）：仲間内で）：仲間内で

の短い情報交換（の短い情報交換（⇒⇒日本に限らず北欧、イタリア日本に限らず北欧、イタリア
など広範に観察される）など広範に観察される）

⇒⇒「誰かにかまっていてほしい」、だが「深く介「誰かにかまっていてほしい」、だが「深く介

入入するのするのはやめてほしい」という彼らの対人関はやめてほしい」という彼らの対人関
係に対する欲求に係に対する欲求にSMSSMSが適合的が適合的
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iiモード系への疑問モード系への疑問(3)(3)
インターネットがもつ可能性を積極的に利活用すインターネットがもつ可能性を積極的に利活用す
る「情報リテラシー」開発という側面からは負の影る「情報リテラシー」開発という側面からは負の影
響すら響すら

「情報ハンドリング力」という指標との相関をみる「情報ハンドリング力」という指標との相関をみる
と、ｉモード系のみによるインターネット利用者は、と、ｉモード系のみによるインターネット利用者は、
パソコンのみによるインターネット利用者、ｉモードパソコンのみによるインターネット利用者、ｉモード
系、パソコン両方によるインターネット利用者に比系、パソコン両方によるインターネット利用者に比
べ「情報ハンドリング能力」が有意に低いべ「情報ハンドリング能力」が有意に低い

2002/06/22 (c) Tadamasa KIMURA 30

本報告がもとづく調査本報告がもとづく調査
【【一般調査一般調査11】】NTTNTTデータ・技術開発本部・システム科学研究データ・技術開発本部・システム科学研究
所（所（RISSRISS）との協働調査）との協働調査

1818歳以上歳以上7070歳未満の男女個人、歳未満の男女個人、N=2075N=2075、、2000 2000 年年6 6 月・月・77日日

【【一般調査一般調査22】】東京大学社会情報研究所・橋元良明先生主東京大学社会情報研究所・橋元良明先生主

査・文科省科研費研究調査査・文科省科研費研究調査
1212歳以上歳以上7070歳未満の男女個人、歳未満の男女個人、N=1878N=1878、、20012001年年11 11 月・月・12 12 月月

【【大学生調査大学生調査】】木村個人調査木村個人調査
都内私立大学法学部、都内私立大学法学部、 20012001年年66月、月、N=139N=139（男子（男子56%56%・女子・女子
44%44%））

【【大学生日記調査大学生日記調査】】木村個人調査木村個人調査
都内私立大学法学部、都内私立大学法学部、 20012001年年66月、月、N=20N=20（男子（男子66・女子・女子1414）、全員、）、全員、
iiモード系携帯電話利用モード系携帯電話利用
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ショートメッセージと着メロがショートメッセージと着メロが
主要な利用法主要な利用法

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100

%

ネット対戦型ゲームの参加

出会い系サイト

ゲームダウンロードと利用

占い情報

ネットバンキング

上記以外有料情報提供サービス

仕事や学業でのショートメッセージ以外のメール受発信

仕事・学業でのショートメッセージ受発信

待受画面ダウンロード

プライベートでのショートメッセージ以外のメール受発信

着メロダウンロード

プライベートでのショートメッセージ受発信

よく利用する 利用したことはある 未利用・利用意向有 未利用・利用意向無

20012001年年66月木村大学生調査（月木村大学生調査（N=139N=139、男子、男子5656％）％）
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メール関連が利用件数のメール関連が利用件数の7777％％

0.56%0.56%着メロサイトへのアクセス着メロサイトへのアクセス

1.02%1.02%電話をかけたが留守電で切った電話をかけたが留守電で切った

1.63%1.63%メール作成のみメール作成のみ

2.54%2.54%MLMLからの受信からの受信

3.20%3.20%
電話がかかってきたがでなかった（出ることができ電話がかかってきたがでなかった（出ることができ

なかった）なかった）

5.24%5.24%電話をかけつながって話した電話をかけつながって話した

6.00%6.00%電話がかかってきて話した電話がかかってきて話した

32.79%32.79%メール作成送信メール作成送信

44.23%44.23%メール受信確認メール受信確認

2002/06/22 (c) Tadamasa KIMURA 33

iiモード系機器保有者・サービス登モード系機器保有者・サービス登
録者・サービス利用者との乖離録者・サービス利用者との乖離

携帯・PHS利用者
64.6

非利用者
32.9

無回答
2.5

5

76

77

83

93

142

276

ゲーム・占い

ニュース

検索サイト

天気予報

待受画面

着メロ

バンキング

情報サイト閲覧者
23.3

機能はあるが
閲覧しない

22.8

閲覧機能
がない
17.0

無回答
1.4
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典型的な顕示的消費財としての典型的な顕示的消費財としての
「ポケベル」・「ケータイ」「ポケベル」・「ケータイ」

1.291.2994.2%94.2%ｉモード系ｉモード系

1.281.2841.0%41.0%携帯携帯

1.711.7156.1%56.1%ＰＨＳＰＨＳ

1.361.3631.7%31.7%ポケベルポケベル

平均台数平均台数利用経験者割合利用経験者割合

20012001年年66月木村大学生調査（月木村大学生調査（N=139N=139、男子、男子5656％）％）
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iiモード系利用者で低い情報モード系利用者で低い情報
ハンドリング力ハンドリング力

データ出典：（株）ＮＴＴデータ・開発本部・システム科学研究所データ出典：（株）ＮＴＴデータ・開発本部・システム科学研究所
（（20002000年年66月、月、N=2075N=2075）、）、20012001年年66月木村大学生調査（月木村大学生調査（N=139N=139）、）、

東大社会情報研究所（東大社会情報研究所（20012001年年1212月、月、NN＝＝18781878））

5.65

4.97

3.83

2.98

4.93

5.18

3.18

3.57

5.02

4.98

3.83

3.58

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00

PCネット+M-net

PCネットのみ

M-netのみ

どちらもなし

社情研01調査（本調査）

大学生01調査

RISS00調査
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「モバイルインターネット」＝「日本型情報「モバイルインターネット」＝「日本型情報
化」＝「日本型デジタルデバイド」論の陥穽化」＝「日本型デジタルデバイド」論の陥穽

「デジタルデバイド」が問題なのは、情報ネットワーク「デジタルデバイド」が問題なのは、情報ネットワーク
によりもたらされる大きな社会的変革があり、ネットによりもたらされる大きな社会的変革があり、ネット
ワークにアクセスし、利活用できるリテラシーをもつワークにアクセスし、利活用できるリテラシーをもつ
人ともたない人の間に大きな社会経済的格差が生人ともたない人の間に大きな社会経済的格差が生
じ、拡大するのではないかという懸念じ、拡大するのではないかという懸念

⇒⇒デデバイド問題は、たんに「インターネットへの接続がバイド問題は、たんに「インターネットへの接続が
ある、ない」の問題ではなく、「メディアリテラシー」のある、ない」の問題ではなく、「メディアリテラシー」の
問題問題
ところが、「日本型デジタルデバイド」論は、パソコンところが、「日本型デジタルデバイド」論は、パソコン
によるインターネットとによるインターネットとiiモード系インターネット接続モード系インターネット接続
の質の違いを問題にせず、「モバイルインターネッの質の違いを問題にせず、「モバイルインターネッ
ト」で、インターネットへの接続はとりあえず可能になト」で、インターネットへの接続はとりあえず可能にな
るから、それでデバイドは解消する、という論理るから、それでデバイドは解消する、という論理


